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第 12 章 財務 

第 1 節 財務状況 

資料 12－１－②－1 

平成２５年度 財務諸表 （14）開示すべきセグメント情報（抜粋） 

 

 

（出典 公立大学法人大阪府立大学 財務諸表） 
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資料 12－１－③－1 

大阪府立大学 科研費セミナー開催の案内 

  

（出典 大阪府立大学 科研費セミナー開催についての通知） 
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資料 12－１－③－2 

平成 26年度 科学研究費補助金申請応募一覧 

 

 

（出典 平成 27年度第 3 回財務調整委員会資料抜粋） 
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資料 12－１－③－2（続き） 

平成 27年度 科学研究費補助金採択状況 

 

 

（出典 平成 27年度第 3 回財務調整委員会資料抜粋） 

 

 

資料 12－１－③－3 

平成 26年度 共同研究実施状況一覧 

 

（出典 会計課データ） 

 

 

資料 12－１－③－3（続き） 

平成 26年度 受託研究実施状況一覧 

 

（出典 会計課データ） 
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資料 12－１－③－3（続き） 

平成 26年度 教育研究寄付金獲得状況一覧 

 

 

（出典 会計課データ） 
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資料 12－１－③－4 

平成 27年度 校長裁量経費科学研究費報奨配分一覧 

 

（出典 平成 27年度第 3 回財務調整委員会資料抜粋） 
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第 2 節 財務計画の策定と関係者への明示 

資料 12－２－①－1 

 公立大学法人大阪府立大学中期計画（高専部分のみ抜粋） 

公立大学法人大阪府立大学中期計画（平成２７年３月３０日大阪府知事認可） 
 
略 
 

２  大阪府立大学工業高等専門学校の教育研究に関する目標を達成するための措置  
（１）教育内容等に関する目標を達成するための措置  
①入学者選抜  
・学生が入学後、自らの興味・関心、適性に応じた専門コースの選択ができるよう、「総合工学システム
学科」としての入試を行う。また、アドミッションポリシーに基づき、ものづくりに特に興味・関心
を持つ学生を受け入れるための特別選抜入試を検討・実施する。さらに、工業に関する学科等を置く
高等学校卒業生の進路を拡充するために、新たに編入学枠を設けるとともに、社会人受入れを進める
ため専攻科で行っている社会人特別選抜について、ホームページなどで広報を行い更なる周知に努め
る。  

・入学志願者の住所要件を緩和し、入学の門戸を広げることを検討する。  
  
②教育の質の向上への取組み 
・授業で英語を積極的に使用することを検討し、国際学会などにおける英語プレゼンテーションの支援
を強化する。また、外国人留学生との交流を行い、海外の大学などとの姉妹校提携等を検討する。  

・産学連携による実践的技術者教育や、PBL 方式などによるエンジニアリング・デザイン教育を充実さ
せる。  
・社会性を培うと共に専門に対するモチベーションアップをはかるために、４年次のインターンシップ
を充実させる。また、 社会のニーズに即した研究・開発能力の育成をはかるために専攻科で長期イン
ターンシップを充実させる。  

・ファカルティ・ディベロップメント活動のひとつとしてティーチング・ポートフォリオの導入を積極
的に進める。 

 
③学生定数の考え方  
・本科の入学定員については、平成２３年度以降、１６０名にする。また、４年次編入学枠については
平成２６年度以降、１０名にする。これに伴い、現在の６コース制から５コース制へ再編し、教育効
果を上げるため、平成２３年度入学生からコース配属を３年次に行う。  

・専攻科については、本科卒業生の進路選択幅を拡充する観点から、大阪府立大学への編入学の状況も
踏まえて検討する。 

8  
・授業で英語を積極的に使用することを検討し、国際学会などにおける英語プレゼンテーションの支援
を強化する。また、外国人留学生との 

交流を行い、海外の大学などとの姉妹校提携等を検討する。  
・産学連携による実践的技術者教育や、PBL 方式などによるエンジニアリング・デザイン教育を充実さ
せる。  

・社会性を培うと共に専門に対するモチベーションアップをはかるために、４年次のインターンシップ
を充実させる。また、 社会のニーズに 

即した研究・開発能力の育成をはかるために専攻科で長期インターンシップを充実させる。  
・ファカルティ・ディベロップメント活動のひとつとしてティーチング・ポートフォリオの導入を積極
的に進める。  

  
③学生定数の考え方  
・本科の入学定員については、平成２３年度以降、１６０名にする。また、４年次編入学枠については
平成２６年度以降、１０名にする。こ 

れに伴い、現在の６コース制から５コース制へ再編し、教育効果を上げるため、平成２３年度入学生か
らコース配属を３年次に行う。  
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資料 12－２－①－1（続き） 

・専攻科については、本科卒業生の進路選択幅を拡充する観点から、大阪府立大学への編入学の状況
も踏まえて検討する。  

  
（２）  研究に関する目標を達成するための措置  
・専攻科と本科学生間の連携を強め、研究の継続性と質の向上を図るとともに、学生の研究能力を育成
する。  

・教員間連携や府立大学との共同研究などグループ主体で研究を進め、人材・設備の有効活用をはかる。  
・研究の質向上のため、科学研究費補助金や教育研究奨励寄付金などを含む外部資金の確保を促し、研
究成果を学生教育や地域へ還元する。 

（３）  教育研究の実施体制に関する目標を達成するための措置  
・本校内での科目間・教員間連携の充実とともに大阪府立大学との連携による社会的ニーズに対応した
授業の実施および先端技術を含めた専門教育の検討や成果を社会に積極的に還元する仕組みを構築す
るなど、教育研究面での連携や共同の取組みを行う。また、本科から大阪府立大学３年次への編入学
の拡充と専攻科から大阪府立大学大学院への特別入学の実施を検討する。  

・専攻科工学特別研究の学外発表をさらに促進する。また、各種コンテストの成果を社会に積極的に公
開する体制について検討する。  

・４年次のインターンシップの効率的な実施支援体制を構築する。  
・総合工学システム学科全体で全コースの教育研究を担う体制を作り、教育研究内容の一層の充実を図
る。   

（４）  学生支援に関する目標を達成するための措置  
・５年一貫のキャリアデザイン支援システムを有効に活用させるために「キャリア支援室（仮称）」を整
備する。また、専攻科においても、キャリアデザイン支援をすすめる。  

・実験実習の充実と学力補充のために、大阪府立大学院生や高専専攻科生をティーチング・アシスタン
トとして活用する制度を検討する。また、学生の教育や研究を支援するために、大阪府立大学学術情
報センターとの連携を強める。  

・学生の基礎学力充実のために、全教員が関わった学生指導体制の構築を検討し、原級留置・退学者の
減少を図る。  

・授業料減免制度・各種奨学金制度に関する情報提供を充実させる。  
・学生の定期健康診断を行うことと併せて、疾患の早期発見・早期治療および生活環境の改善を促す。
また、精神科医や臨床心理士によるカウンセリング体制を充実させ、学生や教員に対する支援体制を
拡充する。さらに、保健衛生の向上に一層努め、感染症対策や熱中症対策などを強化し、災害給付に
は学校保険を活用する。  

  
（５）  地域貢献等に関する目標を達成するための措置  
①  地元企業への貢献に関する取り組み ・地域連携テクノセンターを中心に、プロジェクト研究等の推
進に取り組む。  

・大阪府立大学地域連携研究機構との連携をはじめ、地元企業との研究会の組織化、商工会議所との地
域連携フォーラムの共催、寝屋川市、及び近隣大学との包括協定などを通じて技術相談や研究員の受
入等の産学官交流、受託・共同研究など本校に蓄積された知識や技術を社会へ還元する仕組みを充実
発展させ、地域貢献活動の強化・充実を図る。  

・社会人のキャリアアップのためのリカレント教育を検討・推進する。  
  
②  地元教育機関への貢献に関する取り組み  
・本校に蓄積された教育と研究の資産を地域に還元する目的で、本校近隣の小中学校への出前授業、教
諭対象の実験講座や ICT 活用講座ならびに児童・生徒対象の「ロボット教室」や「かがく実験教室」
などの公開講座を年間１０回以上実施する。 

 
Ⅱ  業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するための措置 
 

略 
 

２  教職員組織の運営の改善に関する目標を達成するための措置 
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資料 12－２－①－1（続き） 

 
略 

 
・大阪府立大学工業高等専門学校においては、教育中心の高専教員の特性に応じた教員評価制度を導入
し、評価結果の給与反映については大阪府等の人事評価制度の改変に準じて最適化を図る。 

 
Ⅲ  財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 
 

略 
 
・大阪府立大学工業高等専門学校の教員数については、平成２７年度に７０名とする。また、職員につ
いては、平成２３年度に大阪府からの派遣職員が１２名となるため、業務のより効果的・効率的な業
務運営を目指す。 

 
略 

 
５  運営費交付金についての目標を達成するための措置  
・大阪府立大学における運営費交付金について、効率的な運営や収入増に努め、年９０億円を基本に、
大学の運営費に占める割合を５０％とすることを目指す。大阪府立大学工業高等専門学校の運営費交
付金については、教育研究に必要な経費を確保するものとする。 

 
Ⅵ  自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標を達成するための措置 
１  評価の充実に関する目標を達成するための措置 
 

略 
 
・大阪府立大学工業高等専門学校においては、自己点検・評価を継続的に実施し、その結果を教育研究
活動等の改善に活かし、次期の JABEE審査および認証評価に向けて準備を行う。また、必要に応じて
現在の教育研究改善の PDCA サイクル実施体制を見直す。 

 
略 

 
Ⅴ  その他業務運営に関する重要目標を達成するための措置 
 

略 
 

（２）エコキャンパスへの取組み 
 

略 
 

・大阪府立大学工業高等専門学校においては、太陽光発電を活用し、省エネによるＣＯ２削減に努める。 
 

略 

 

（出典 公立大学法人大阪府立大学中期計画） 
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資料 12－２－①－2 

平成 27 年度 予算配分マニュアル 

 

（出典 平成 27年度第 1 回財務調整委員会資料） 
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資料 12－２－①－2（続き） 

平成 27 年度 予算配分案 

 
（出典 平成 27年度第 2 回財務調整委員会資料） 
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資料 12－２－③－1 

平成 27 年度 校長奨励研究費案 

 

（出典 平成 27年度第 3 回財務調整委員会資料） 

 

資料 12－３－①－1 

大阪府立大学ホームページ「財務情報」 

 

（出典 大阪府立大学ホームページ） 
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資料 12－３－②－1 

平成 25年度独立監査人の監査報告書 
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資料 12－３－②－1（続き） 

 

（出典 平成 25年度独立監査人の監査報告書） 
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資料 12－３－②－2 

平成 25年度監事の監査報告書  

 

（出典 平成 25 年度 監査報告書） 

 


